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吉原　慎介　日本画／教授
YOSHIHARA Shinsuke

　以下は2023年11月3日から12月17日までMOU尾道市立大学美術館にて開催された「MY FAVORITE THINGS 

- 野崎眞澄 退任展 -」の報告書である。報告書は本文と広報印刷物、展示計画、展示風景写真、出品作品リストな

どの資料および時系列の表からなる。本展覧会は尾道市立大学デザインコース教授、野崎眞澄による個展として

尾道市立大学美術館が企画したものであり、具体的な事項の備忘を兼ねて報告するものである。また報告書は作

家本人によるものであり、以下本文中の出品作家とは、野崎眞澄本人のことを指す。なお本展覧会は2023年度尾

道市立大学研究成果助成（出版）を受けた企画であることを記しておく。

尾道市立大学芸術文化学部
美術学科デザインコース
教授　野崎 眞澄

「MY FAVORITE THINGS ─ 野崎眞澄 退任展 ─」報告書
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1. 展覧会趣旨（図録、フライヤー掲載）

「ふたたび、記憶と出会う旅へ」

　このたび、尾道市立大学美術学科デザインコース教

授である野崎眞澄の2023年度での退任を機に、「MY 

FAVORITE THINGS ―野崎眞澄退任展―」を開催しま

す。

　野崎は、大学卒業後、デザイン会社勤務ののち1989年

より個人事務所を構え、chipsとしてイラストレーション

作品を展開してきました。2012年より尾道市立大学美術

学科に着任してからは、イラストレーション専攻の学生・

院生を指導するとともに、本大学美術館運営でも主導的

な役割を果たすかたわら、旺盛な作品制作・発表を継続

しています。

　chipsの作品は、Toysと呼ばれる着色した木でひとや

動物をかたどった立体作品やその写真、木材パネルにペ

イントされたイラストレーション、そして版画にアニメー

ション作品と非常に多岐にわたり、ときにテキストや詩 

と組み合わせられてシリーズ（組作品）を成しています。

木材と金属、アクリル絵の具といった素材が生かされた

キャラクターには、素朴な愛らしさとともに一片の哀愁

が漂います。湧き出るイメージは世界のあちこちへ、あ

るいは過去へ、別様の今へ、そして夢の中へと、自由自

在な連想の遊びへと誘います。作品世界を旅するうちに、

観る者はいつしか童心にかえっていることに気づくかも

しれません。夢中で過ごす時間は一瞬のように思えても、

大切な記憶は幾度もあなたを訪れてくれるのです。

　本展では、尾道での着任に先立つ1990年代から始まり、

近作までを含む150点余りの作品を幅広く展示します。「お

気に入り」にあふれた空間の中で、あらためて野崎眞澄＝

chipsの創作活動の豊かさに触れる機会となるでしょう。

（文：MOU尾道市立大学美術館運営委員　西嶋亜美）

Journey toward memories, once again

On the occasion of the retirement of Professor

Masumi Nozaki from the Design Course, Department

of Art and Design, Onomichi City University, 2023, we

are pleased to hold “MY FAVORITE THINGS - Masumi 

Nozaki Retirement Exhibition.”

After graduating from university, Nozaki worked at 

a design company before opening his own office in 1989, 

where he has developed illustration works under the

art name “chips”. Since taking up his post at Onomichi

City University in 2012, he has continued to create and 

present works actively, while instructing students who

carry out research in the field of illustration. Also, we

cannot forget his leading role in the management of

MOU, the Museum of Onomichi City University.

Chips’ work is very diverse, including wooden

figures in the shape of people and animals he calls “Toys”, 

photographs of them, illustrations painted on wood

panels, prints, and animations. They are sometimes

combined with text or poetry to form a series of works.

The characters, made by materials such as wood,

metal, and acrylic paint, exude a warm charm and a

touch of melancholy. The images invite you to travel and 

play freely in the imagination toward various parts of the

world, to the past, to a different present, and even into 

dreams. Journeying through Nozaki’s world, you may

feel as if you have returned to childhood. Though the

time spent engrossed may seem fleeting, the precious

memories will visit you again and again.

This exhibition will feature a wide range of over

150 works, starting in the 1990s, prior to his arrival 

in Onomichi, up to his recent works. In a space filled

with “FAVORITE THINGS” you will experience once

again the richness of Masumi “chips” Nozaki’s creative

activities.



2. 出品作家について

　本展覧会は2012年から2024年までの12年間を、尾

道市立大学デザインコースの教授として学生指導にあ

たってきた野崎眞澄による退任企画展である。作家は尾

道市立大学に着任する以前は横浜に個人事務所 CHIPS 

CLUBを構え、約25年間「chips」というビジネスネーム

で主に東京を中心とした関東圏の出版、デザイン業界で

作品を発表してきた。本展覧会ではフリーランスのイラ

ストレーターとして広告や書籍出版、店舗ディスプレイ

など幅広い分野で発表してきた平面や立体の作品のほ

か、個展やグループ展で発表した作品に加えて、尾道で

の作家活動により制作した作品群を含む総点数約150点

に及ぶ作品を通して、「chips world」を俯瞰し作家の創

作世界を多角的に展示するものである。

3. 具体的な作業とスケジュール

　時系列での作業手順を記した【表2】展覧会開催までの

スケジュールを併せて参照されたい。

3-1.  展覧会図録及びポスター、フライヤーの作成と展示

什器の製作

　展覧会全体のビジュアルイメージとして本展覧会の開

催趣旨をもとに以下の条件を満たすイメージを候補とし

て挙げることとした。

（1）  展覧会タイトル「MY FAVORITE THINGS」にふさ

わしいイメージであること

（2）  キーワード「TOYS」にふさわしいイメージであること

（3）  イラストレーターchipsによる展示であると同時に、

アーティスト野崎眞澄による展示でもあるということ

　上記の条件から展覧会イメージを絞り込み、最終的に

イメージ：01をメインビジュアルとして、またイメージ：

イメージ：01 イメージ：02
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02をサブビジュアルとして採用し、ポスター、フライ

ヤー、図録などすべての広報物に統一イメージとして展

開した。またフライヤーの裏面には展覧会情報と合わせ

て出品作品の一部を紹介した。

　本展覧会は尾道市立大学美術館運営委員会にて承認を

受けた、デザインコース2021年度卒業生の武井瑞希（た

けいみずき）氏に上記広報物すべての制作に関するデザ

イン業務を発注し、最終的なアートディレクションを作

家本人が行った。また全ての広報印刷物は印刷精度の統

一を図るため、アート印刷株式会社（広島県福山市南本庄

一丁目10番38号）に依頼することとした。

　図録は一般的な本の体裁ではなくハガキサイズのカー

ド形式とし、作品図録であると同時に切り離してポス

トカードとしても使用可能な形態とした。また2019年

9月から10月にかけて大学美術館で開催されたデザイン

コース教員展「感覚のかたち」において出品した作品詩集

「Carnaval」の復刻版もあわせて印刷し、カード集2組

セットと一緒に一つのパッケージにまとめたものを展覧

会図録とした。図録制作にかかる費用については本学の

研究成果助成金に加えて、不足分については作家の個人

研究費と持出金を充当した。

　ポスター、フライヤーの制作については美術館予算の

印刷製本費から退任展関連費用として査定された金額を

もとに、アート印刷株式会社に一括発注した。また以下

の展示台の製作（美術館予算）およびメラミン化粧板とス

ポットライト用ダクトレールを購入（個人研究費）し、美

術館所有の展示什器として今後も利用できるようにした。

展示台

・A：アクリル板付き展示ケース（塗装なし）

縦660、横1710、高89mm/2台

・B：展示台（塗装あり）縦300、横300、高900mm/1台

・C：展示台（塗装あり）縦200、横200、高900mm/8台

・D：展示台（塗装あり）縦200、横200、高700mm/1台

・アクリル板付き展示ケース用メラミン化粧板（黒艶消し）

縦610、横1660mm/4枚

スポットライト用ダクトレール

・コンセント式ライティングレール（白）幅1500mm/2個

　ポスター、フライヤー、図録の仕様と入稿データおよ

び印刷費用は以下の通りである。

ポスター

・紙質：b7トラネクスト99kg、4/0c

・判型：縦728mm、横515mm、B2サイズ

・印刷：アート印刷株式会社

・印刷部数：100枚

・金額：45,000円（@450.00円）税込

フライヤー

・紙質：b7トラネクスト99kg、4/4c

・判型：縦297mm、横210mm、A4サイズ

・印刷会社：アート印刷株式会社

・印刷部数：5,000枚

・金額：90,000円（@18.00円）税込

図録

ベロ付ケース

・紙質：アートポスト240kg、4/0c、

マットPP＋トムソン＋製函

・判型：縦215mm、横150mm、A5変形サイズ

・印刷会社：アート印刷株式会社

・印刷部数：300枚

・金額：215,000円（@716.67円）
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32枚ポストカード2種

・紙質：Mr.Bスーパーホワイト180kg、4/4c、

背固め＋巻表紙

・判型：縦148mm、横105mm、A6サイズ

・印刷会社：アート印刷株式会社

・印刷部数：300枚

・金額：925,000円（@3,083.33円）

中綴じ冊子（Carnaval）

・紙質：モンテシオン56kg、4/4c、中綴じ製本

・判型：縦210mm、横148mm、A5サイズ

・印刷会社：アート印刷株式会社

・印刷部数：300枚

・金額：133,000円（＠443.33円）

セット

・上記3種＋展覧会フライヤー（二つ折り）

・セット数：300枚

・金額：27,000円（@90.00円）

※合計金額：1,430,000円（うち消費税：130,000円）

フライヤーデザイン（表面） フライヤーデザイン（裏面）
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3-2. 展示計画

　本展覧会へ向けての企画と構想は、会期より約1年半

前の2022年5月に作品整理を兼ねたリストの作成から始

められたが、実際の作業はそれよりさらに2年前の2020

年2月に、展覧会出品作品のジークレープリント印刷発

注からスタートしている。リストに記載するデータは作

品タイトルやサイズ、制作年、画材や素材などのマテリ

アル情報、仕事で制作した作品については制作スタッフ

の調査など多岐にわたり、各項目の英訳も含めリストの

取りまとめだけで約2ヶ月を要した。リストが出来上がっ

てからは各部屋の物理的な壁面サイズや展示全体でのス

トーリーの流れと動線を考えたうえで、それぞれの作品

画像のサムネールをもとに展示計画の構想を練り、最終

的に時間軸をもとに以下のような展示構成とした。

【第1展示室】

  横浜在住期に仕事として制作したエディトリアルや広告

（CF含む）作品群を中心に、壁面とアクリル板付き展示

ケース内の資料で構成する展示（一部第2展示室での展示

あり）

【第2展示室】

  フリーランスでの仕事の合間に個展のために制作した

平面と立体作品を中心に展示

【第3展示室】

  尾道市立大学での教鞭の傍ら作家として制作した立体

と映像作品の展示

  これら3室の時間軸をもとにした全体構成のつなぎとし

て、以下二つのゾーン構成を追加した。

【ラウンジ】

  本展示の導入として、出品作品の中でも初期に 

制作された作品「GRINGO BASEBALL」（1993年）

とその約15年後の作品「真夜中の会話 / Midnight 

Conversations」（2008年)、「hot dog, gin-Good 

night /Anagram」（2009年）及び20年後の作品「変身

-奇妙な体躯- / Die Verwandlung-Strange Body-」

（2013年）の組み合わせによる、時間軸のパースペク

ティブを展示するゾーン

図録パッケージ

①�展覧会フライヤー
②�ポストカード集
③�作品詩集「Carnaval」
④�図録ケース

① ② ④

③
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【廊下】

  他の展示室とは趣向を変えて版画（エッチング）作品を

展示するゾーン

【庭】

  仕事で制作したディスプレイ作品と個展のために制作

したレリーフ作品を展示するゾーン

  美術館全体を一つのつながった空間として考え、各部

屋に映像や動きのあるインタラクティブな作品（回転す

る作品や能動的に関わりを持てる作品など）を軸として

配置することで、鑑賞者が飽きることなく全空間を回

遊、鑑賞できるように展示構成を行った。

　出品作品については【表1】出品作品リストを参照されたい。

　各展示スペースのレイアウトは以下の通りである。

第1展示室
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　展示風景は以下の通りである。
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3-3. 来館者数と図録配布・販売及び広報活動

　のべ45日間（開館日数34日間）に及ぶ会期中の来館者数

は大学関連が237名、美術学科卒業生及びその他（一般来

館者含む）が458名で、合計695名であった。

　本展では2023年度尾大美術学科教育・研究プロジェ

クトの一環として学部、学科を問わずギャラリートーク

に参加した本学の学生には図録を配布した。またデザイ

ンコースの学生については、ギャラリートーク以外の日

に来館した場合にも図録を配布した。また一般入館者に

ついては1部1,500円で図録の販売を行った。

　ここ数年は入館者数が減少傾向にあることから、アン

ケートを記入した先着200名にオリジナル缶バッジの配

布を行うことで入館者数の増加を見込んだところ、会期

半ばの11/21で缶バッジは全て配布済みとなった。その

ため新たにアンケート記入者向けに図録未収録のポスト

カードを用意した。

　来館者数及び図録の配布数と販売数の内訳は以下の通

りである。

3-4. ギャラリートーク

　会期前半の11月18日（土）16時10分からギャラリー

トークを開催した。参加人数及び展示構成の制約から、

各部屋に移動しながらトークを行うことは物理的に難し

いと判断された。そのため事前に部屋ごとの展示風景を

撮影し、プロジェクターでスクリーンに投影しながら解

説を行うこととした。結果的に移動時間を節約すること

が出来たこと、トークの流れが途切れることなくスムー

ズに行えたことから、参加人数が多い場合は有効な手段

かと思われた。

　本学からは美術学科の教員9名、助手2名、学生82名、

一般26名、関係者4名あわせて123名の参加があった。

司会進行は大学美術館学芸員の浦崎氏が担当した。第

1部では作家が各部屋の代表作品についてのコンセプト

や制作プロセス等の補足説明を行い、加えて展覧会タイ

トル「MYFAVORITE THINGS」についての解説を行っ

た。第1部終了後に10分間の休憩を挟み、第2部では「日

経ソフトウエア」創刊編集長の柳田俊彦氏をゲストスピー

カーに迎え、作家とゲストに関係するエピソードをもと

に対談を行った。当初の予定であった終了時間18時を超

えて、約2時間半に及ぶギャラリートークは盛況のうちに

終了した。またギャラリートークを撮影編集した映像の

YouTubeのリンクが、美術館スタッフブログにアップさ

れる予定である。

来館者 来館者数（人） 図録 配布・販売数（冊）
学生 191 学生（配布） 111

大学教職員 46 関係者（配布） 7
美術学科卒業生 54 一般（販売） 117
その他 404
合計 695 235
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　ギャラリートークの様子については、資料4-2. を参照

されたい。

3-5. 来館者及び学生からのアンケート

　来館者アンケートからは、「家族で楽しめた」、「子供の

時に遊んだ木のおもちゃの手触りや、夢中になって遊ん

だことを思い出した」など作品についての感想のほか、「作

家のコメントがついた作品で具体的な目的や方向性が分

かって楽しめた」、「実際の立体と表紙等になった二次元

の作品を見比べて見え方の違いがあって面白かった」な

ど、展示方法についての好意見があった。また学生から

のコメントとして、「何かを作ることにすばらしさを感じ

た」、「グッズなどの展開があれば欲しい」、「作品の見せ

方の点でとても勉強になった」、「卒業制作の参考にした

い」「創作意欲が湧いた」など制作へのモチベーションを高

める機会となったという意見が多かった。

　その他、「告知をもっとしてほしい」「いつ来ても人がい

ない、対策が必要」など、集客を増やすための仕掛け作り

や具体的な広報活動の必要性を指摘する意見も複数あっ

た。このことについては今後も継続的に、より効果的な

対応策を考える必要があろう。

3-6. ゼミ授業

　会期初日の11月3日（金）15時から研究室所属の大学院

生4名（院1年生1名、院2年生3名）と大学美術館でゼミ授

業を行なった。各院生からの研究進捗の報告ののち、本

展覧会の出品作品や展示構成などについての自由な意見

交換を行い、それらをもとに日々の制作についての気づ

きや修了制作、進級展制作に向けての展示のあり方など

について話し合いを行った。

3-7. 反省点と今後の課題

　ギャラリートークの開始時間が遅れたため、残念なが

らトーク終了後に質疑応答の時間を設けることができな

かった。対談形式のトークの場合は2時間以上の余裕を

持ったタイムスケジュールにすることが望ましいかもし

れない。

　アンケート記入者へのプレゼントとして制作した缶バッ

ジが、思いのほか短期間のうちに配布終了になったことは

嬉しい誤算だった。展覧会入場者数の見込みは開催して

みないとわからないことを改めて実感することとなった。

　美術館スタッフの平時の仕事量と人的リソースとのア

ンバランスにより、SNSを含む広報活動に十分な成果を

出せていないように思われる。アンケートの回答の中に

は、「尾道市在住だが今回の展示を見るまで美術館の存

在を知らなかった」という意見もあった。コロナ禍以降、

入館者数が伸び悩み傾向にあることから、今まで以上に

危機感を持って対処する必要性を感じた。そこで今回は

より多くのデータを収集するためにアンケート記入者向

けにプレゼントを用意した。集められたコメント内容を

精査することで、今後の広報のあり方に関するヒントが

得られるかもしれない。市街地中心部から遠いという不

利な立地条件に対して、今後どのような広報活動が有効

な手段となるかを検討してゆくことが、喫緊の課題の一

つと言えるだろう。
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4. 資料

4-1. 展示作品写真
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4-2. ギャラリートーク写真
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4-3. 取材報道の実績

　取材報道の実績は以下の通りである。

　大学HP、尾道市立大学美術館Web、美術館スタッ

フブログ、Facebook、FMおのみちゲスト出演（10/4、

11/14）、FMおのみちによる取材（11/3、11/6、11/7）、

福山リビング新聞社による取材（11/4）、読売新聞福山

市局による電話取材（11/4）、ちゅピCOM尾道局による

取材（11/6）、尾道新聞による取材（11/21）、広報おのみ

ち（10月号掲載）、尾道新聞（11/29掲載）
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4-4. 【表1】 出品作品リスト（目録）
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4-5. 【表2】 展覧会開催までのスケジュール

日時 構想 助成金・謝金等の申請 図録 広報 制作 展示 紀要

2020年2月 2/26  ジークレープリント（1）（制
作外注；グラフィック）

2020年12月 12/5  「Rodney」「Karl」制
作終了

2021年1月
1/19 「Mica」制 作 終 了
1/20  ジークレープリント（2）（制

作外注；グラフィック）

2021年6月

6/7  「MacLife Annex」額
オスモ塗装終了

6/7  ジークレープリント
の展示額制作（制作
外注；SS木工）

6/17  「MushroomHermit」
制作終了

2021年8月 8/5 「Georgio」制作終了

2021年10月 10/19  「SPRING DRUM」
制作終了

2022年4月 4/18  「Dream Weaver」
制作終了

2022年5月
5/25  出品作品リスト作

成開始
  展覧会タイトル案

の頭出し
2022年8月 8/3 「Moonchild」制作終了

2022年9月 9/13  紀要掲載テキス
トの頭出し

2022年10月

10/11 図録見積（1）
 （制作外注；アート印刷）
10/25 図録デザイン打ち合わせ（1）
 （MOU）
10/31 図録見積（2）
 （制作外注；アート印刷）

10/31  ポスター、フライヤー
見積（MOU）

10/10  「Fungi’s Polka」
制作終了

2022年11月

11/16  展覧 会タイトル 
仮案

11/18  研究成果助成申
請書作成

11/16 図録見積（3）
 （制作外注；アート印刷）
11/16 図録ポストカード
   印刷データ確認
11/26 立体撮影

11/27  額装マット（制作外
注；ウエダ画房）

11/1  展示解説パネル
データ制作開始

（以後検討継続）
11/14  美術館平面図の

確認と展示計画

2022年12月
12/18  研究成果助成申

請書修正と添付
資 料 追 加、提 出

（大学総務課）

12/6 撮影データの色調整と編集作業

2023年1月

1/31  「Enchante」額オス
モ塗装およびB1サ
イズ額スプレー塗
装打ち合わせ（学生
アルバイト；宇都宮
さん）

2023年2月

2/3  「Enchante」額オス
モ塗装および B1サ
イズ額スプレー塗
装謝金支出の実施
計画書提出（大学総
務課）

2/28  「Enchante」額 装、
梱包

2023年3月

3/23  「Enchante」額 オ
ス モ 塗 装 お よ び
B1サイズ額スプ
レー塗装謝金支出
の実施報告書提出

（大学総務課）

3/7 ポストカードデータ作成 3/7  ポスタービジュアルイメー
ジ案の作成

3/13  缶バッジデザインデー
タ作成

3/6  第1展示室「日経ソフト
ウェア」出力データの
作成

3/6  第1展示室「日経ソフ
トウェア」展示レイア
ウト構想

3/6  紀 要 原 稿 整 理
（１）

2023年4月
4/3  予算要望書について

大学事務局から大学
美術館への回答

4/13 ポストカードのキャプション作成 
4/25 図録制作デザイン打ち合わせ（1）
 （制作外注；武井瑞希さん）

4/27  缶バッジデザインデー
タ修正

4/15  「A NIGHT VISITOR-
Ⅳ」制作開始（以後
継続）

2023年5月

5/22  展覧会案内文及
び構想の打ち合
わせ（西嶋先生）

5/23  展覧 会 タ イ ト
ル「Chips, the 
Last Show」か ら

「MY FAVORITE 
THINGS 」へ変更

5/12  研究成果助成申請
承認報告（大学総
務課）

5/18 図録デザイン仕様変更
5/22 図録印刷打ち合わせ
 （制作外注；アート印刷）

5/23  ポスター、フライヤー
印刷打ち合わせ（制
作外注；アート印刷）

5/20  「A NIGHT VISITOR-
Ⅳ」制作終了

5/31  展示計画の見直し
（１）

5/23  紀要原稿修正

2023年6月

6/13  展覧会案内文（案
1）（西嶋先生）

6/20 印刷発注書提出 
 （大学総務課）
6/21  印刷と缶バッジ制作

謝金支出の実施計
画書提出（大学総
務課）

6/9 図録デザイン打ち合わせ（2）
 （制作外注；武井瑞希さん＋MOU）
6/23 図録印刷スケジュールの調整

6/9  ポスター、フライヤーデ
ザイン打ち合わせ（2）

（制作外注；武井瑞希
さん＋MOU）

6/23  ポスター、フライヤー
印刷スケジュールの
調整

6/17  「THELONIOUS」制
作開始（以後継続）

6/2  展示用ダクトレール
と延長テーブルタッ
プ購入

2023年7月

7/18  展示台作製謝金支
出の実施計画書提
出（大学総務課）

7/4  「THELONIOUS」制
作終了

7/8  展示計画の見直し
（２）

7/11  展示台作製依頼
についての打ち
合 わ せ（林 先 生、
杉井さん）

7/22  第1展示室「日経
ソフトウェア」展
示レイアウト修正

7/24  展示解説パネル
データ制作終了

7/25  展示計画の見直
し（３）と調整（以
後継続）
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2023年8月

8/9  展覧会案内文（案2）
（西嶋先生）

8/21  展覧 会 案 内 文 
（最終案）（西嶋先生）

8/1 図録デザイン進捗状況確認（1）
 （制作外注；武井さん）
8/1 図録デザイン進捗状況確認（2）
 （制作外注；武井さん）
8/3〜（以後継続）図録デザイン修正
 （制作外注；武井さん）

8/1  ポスター、フライヤーデ
ザイン進捗状況確（１）

（制作外注；武井さん）
8/8  缶バッジ制作打ち合わ

せ（MOU）
8/9  缶バッジ制作終了（院

生アルバイト；嶋田さん）
8/1  ポスター、フライヤーデ

ザイン進捗状況確認（2）
（制作外注；武井さん）

8/3〜 （以後継続）ポスター、フ
ライヤーデザイン修正

（制作外注；武井さん）
8/22  広報おのみち掲載原

稿提出（大学企画広
報室）

8/2  「 M y  F a v o r i t e 
T h i n g s」「Swee t 
Memories」データ印
刷（院生アルバイト；
嶋田さん）

8/4  映像データ編集依頼
（黒田先生）

8/5  「 M y  F a v o r i t e 
T h i n g s」「Swee t 
Memories」パネル額
装終了

8/8  映像データ編集修了
（黒田先生）

8/17  「A NIGHT VISITOR-
Ⅴ」制作開始（以後
継続）

8/3  展覧会タイトルボー
ド用カッティング
シートのデータ制
作と印刷発注（制作
外注；グラフィック）

8/2  展示台作製カット
終了（制作外注；杉
井さん）

8/11  展覧会タイトルボー
ド用カッティング
シート納品（制作外
注；グラフィック）

8/28  展示台作製組み
立て終了（制作外
注；杉井さん）

8/5  紀要原稿追加

2023年9月

9/2  図録デザイン入稿データ作成
終了（制作外注；武井さん）

9/4  図録（ポストカード、ケース、冊
子）データ入稿

9/8  ポストカード、冊子、ケース、簡
易色校正（アート印刷）

9/13  ポストカード、ケース、冊子修
正データ入稿

9/19  ポストカード、ケース、冊子色
校正（アート印刷）

9/22  ポストカード、ケース、冊子最
終データ入稿

9/25  ポストカード、ケース、冊子
PDF確認、校了

9/2  ポスター、フライヤー
デザイン作成終了（制
作外注；武井さん）

9/4  ポスター、フライヤー
データ入稿

9/8  ポスター、フライヤー
簡易色校正（アート
印刷）

9/13  ポスター、フライヤー
修正データ入稿

9/19  ポスター、フライヤー
色校正（アート印刷）

9/22  ポスター、フライヤー
最終データ入稿

9/25  ポスター、フライヤー
PDF確認、校了

9/25  「A NIGHT VISITOR-
Ⅴ」制作終了

9/23  目録用最終展示
作品リストと展示
レイアウトの共有

（大学美術館）
9/29  目録の作成依頼

（大学美術館）

2023年10月

10/5  展覧会案内文英訳
（西嶋先生）

10/10  展覧 会 案 内 文
英訳確認と校正

（ドーン先生）

10/31  図録（ポストカード、ケース、
冊子）納品（アート印刷）

10/2  ポスター、フライヤー
納品、受け取り

10/4  18:00〜 FM 尾 道
（四辻さん）ゲスト
出演

10/17  DM発送（美術館発
送リスト以外のデ
ザインコース関連
及び個人リスト）

10/4  外看板データ（制作
外注；武井さん）

10/30  外看板印刷（大学
美術館）

10/2  キャプションデータ
フォーマットの確認

（大学美術館）
10/9  キャプションデータ

作成
10/10  作品リストデータ

確 認と共 有（大
学美術館）

10/17  挨拶パネル作成
10/19  学科会議で学生

への周知：デザイ
ンコース全員（学
部2年生〜4年
生69名、大学院
生6名、合計75
名）［学生の参加］
デザインコース
2，3年生は強制
参加、4年生，大
学院生は任意。 
他コースの学生
は参加推奨。

10/20  作品搬入（ウエダ
画房）、開梱（大
学美術館）

10/21〜 展示・設営（以後
10/31まで継続）

2023年11月

11/3  FMおのみち（四辻
さん）取材

11/4  福山リビング新聞
社（高畦さん）取材

（週明けネット掲載）
11/4  読売新聞福山支局

（二上さん）電話取
材（11/20 ギ ャ ラ
リーコーナー掲載）

11/6  ちゅピCOM尾道局
（大塚さん）取材

11/6  FMおのみち（川村
局長）取材

11/7  FMおのみち（河上
さん）取材

11/14  10:30〜 FM お の
みちゲスト出演

11/21  尾道新聞（稲田さ
ん）取材

11/23  アンケート記入者
200名限定の缶バッ
ジ配布終了。

11/23  アンケート記入者全
員に図録未収録の
ポストカード配布開始。

11/3 展示初日
11/3  野崎研究室院生

ゼミ（大学美術館）
11/7〜8  ギャラリートー

クスライド制作
11/17  ギャラリートー

クゲスト（柳田
さん）との事前
打ち合わせ

11/18  ギャラリートーク
（16:10〜18:30）

【参加人数】
教員：11名（内、助手2名
を含む）
学生：82名
一般：26名
関係者：4名（野崎、柳田、
西川、浦﨑）
合計：123名が参加

11/1  紀要掲載用展
示レイアウト表
の作成

2023年12月

12/17 展示期間終了
【来場者数】
学生：191名
大学教職員：46名
美術学科卒業生：54名
その他一般：404名
合計：695名

【図録配布・販売数】
学生配布：111冊
関係者配布：7冊
一般販売：117冊
合計：235冊
12/18  作品撤収と梱包

（大学美術館）
12/19  作品搬出（ウエ

ダ画房）

12/7  図録写真撮影
（写 真 ス タジ
オ）

12/20〜 展覧会写真
の整理と紀
要掲載原稿
の整理（２）

12/20  紀要原稿入稿
（アート印刷）

2024年1月 2024/1月  紀要原稿
提出


